
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１２日（月） 草香サロン 草香会館 人権映画 

9 月 13 日（火） 楽笑カフェ 田辺集会所 ミニティシュボックス作り 

9 月 14 日（水） 山田さくらの郷サロン 山田さくらの郷 中田さんの手芸教室 

9 月 15 日（木） あひる倶楽部サロン ふれあい館るぽ 簡単リハビリ教室 

9 月 19 日（月） 桜みちサロン 西集会所 ミニティシュボックス作り 

9 月 20 日（火） 撫サロン 撫集会所 簡単脳トレ 

9 月 20 日（火） 多賀サロン 多賀集会所 中田さんの手芸教室 

9 月 26 日（月） 山辺サロン 山辺集会所 簡単脳トレ 

9 月 27 日（火） 浜ちどりサロン 尾崎会館 消費生活センター 

10 月 3 日（月） 深草サロン 深草集会所 お楽しみ！ 

編集・発行：淡路市社会福祉協議会 地域支えあいセンターいちのみや 

淡路市北山７１２ 電話：0799-85-2040 ＦＡＸ：0799-85-2240 

支え合いセンターだより 
第１５４号 

２０２２年 

９月号発行 

☆この広報誌が不要となった場合は、資源ゴミの『その他の紙類』としてリサイクルにご協力をお願いします 

一宮地域ふれあいサロン予定 時間は１０：００からです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：９月１２日（月）  

10：00～11：30 

場所：ゆうゆうライフ（北山） 

☆かおりの丘在宅介護支援センター       

0799-86-0668（担当 清水） 

☆ゆうゆうライフケアプランセンター 

0799-85-2040（担当 引野） 

     お気軽にご参加ください！ 

 

 

 
認知症を支える家族のつどい（いちのみや） 

「残暑が厳しいざん…しょ（冷汗）」。……みなさ

ん、少しは涼しくなったでしょうか？ 

 仕事でも私生活でも、毎日のように『熱中症警戒ア

ラート』なるものが発令され、『体感的』な夏は十分

に経験しました。かたや第７波の感染拡大で、国は行

動制限なしとの方針でしたが、私自身は自粛の夏で

もありました。 

お盆に帰省しましたか（来ましたか）？流しそうめ

んしましたか？すいか割りしましたか？ 

コロナ禍でイベントや活動が制限され、実際にも

のごとや情景に接して得られる『実感的』な夏を感じ

ることがかなり減ったと思えます。 

 暑いなと思いながら、これでもかと思うぐらい聞

こえてくる蝉の鳴き声も、私たち日本人にとっては

夏の風物詩としてより夏を身近に感じます。海外の

人にとっては、蝉の鳴き声はうるさい雑音にしか聞

こえないかたが多いそうです。 

 私にとっての夏の風物詩。それは、最近ほとんど見

る事のなくなった「簡易クー 

ラー」です。幼少期の夏の熱 

帯夜、一つの部屋に親子６人 

が「２つの川の字」になって 

並んで涼をとった事を、夏が 

 

来るたびに思い出す一コマです。 

このように、誰にでもある風物詩を取り戻そう

と、私たちの秋の風物詩でもある『いちのみや住民

福祉祭り』の開催に向け運営委員を中心に事務局と

協議を続けています。 

これまで私たちは、感染拡大の中で恐れながらも

行事に取り組み、馴染みを大切に地域のサロンや活

動を止めないように歩むなか、知恵と工夫を学びま

した。この学びを生かして、規模や時間を短縮しな

がら開催した昨年度とは違い、今年こそは従来と同

じような開催ができないかと多くの方々と検討に

検討を重ねています。 

いちのみや地域のみなさんにとって、11 月の風

物詩が帰ってきたと思える場になれるよう、また、

多くの方々がこれを機会に再会できるよう願って

います。 

コロナですっかり生活は変わってしまいました

が、形を変えながらでも、多くの人たちの力で、か

けがえのない風情や風物詩を感じられる、そんな機

会にあふれる地域でありつづけたいと思います。 

本会に対しまして、これまで以上にご支援、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。      

（やまなか） 

クレジットカードの明細がアプリ（ウ 

ェブ明細）なので面倒で見ていな 

かった。確認すると、申し込み時 

からリボルビング払いで１００万円 

近い残額がある事が分かった。 

★リボ払いは、利用金額や利用件数にかかわらず、一定

額を毎月支払う方法です。月々の支払いを一定に抑え

られる一方、支払いが長期化し手数料がかさむなどの注

意点があります。★初期設定でリボ払いになっているカ

ードもあります。利用明細を必ず確認するようにしましょ

う。不審に感じたらすぐにカード会社に確認しましょう。 

淡路市消費生活センター ０７９９－６４－０９９９ 

 

この広報誌は、みなさんからお寄

せいただいた「赤い羽根 共同募金」の配分金の一部を活用して発行しています。

共同募金は、地域福祉の貴重な財源として活用させていただいています。 

 「朗読ボランティアひびき」さんよりお知らせ‼ 

淡路市広報や淡路市社協広報「すまいるいちのみや」

などを朗読し、目の不自由な方達に朗読テープを届け

ています。リスナーの高齢化にとも 

ないテープを聞かれる方が少なく 

なっています。小さい活字は読み 

づらいけどテープなら聞きやすい！ 

という方、社協いちのみや 85-2040 まで連絡下さい。 

広報以外にも、リクエストがあれば相談下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淡路市社会福祉協議会・淡路市善意銀行

に寄附いただきありがとうございます。 

寄付者の善意にお応えできるよう、地域福

祉活動に有効に活用させていただきます。 

８月 匿名 様 ‐‐100,000 円 

 

 

 

 

◎週 2～3回勤務・短時間勤務ご相談ください!! 

◎福祉・介護職未経験の方も充実研修で安心… 

 ◎施設・事業概要見学は随時受け付けています!!お気軽

にご連絡ください。 

 

①～④ 時給 959 円～ 資格所有者優遇!! (ヘルパー981 円・介福 1,031 円) 

①障がい者支援員パート(嘱託職員随時募集中!!) 

いづかしの杜(北淡)・さぬきうどん幸来(津名) 

②デイサービス介助員パート(北淡)※介護福祉士優遇 

③運転員パート 医療機関への送迎(一宮) 

④グループホーム支援員パート(夜勤有)(津名・東浦) 

  障がいのある人が暮らすグループホーム 

  学生さんのアルバイト歓迎!!(勤務時間応相談） 

  18 時～翌 9 時までの勤務、1 回 1.2 万以上・仮眠あり 

 

業務内容等、お電話でお気軽にお問い合わせ下さい 

  淡路市社協 淡路市志筑 3119-1(履歴書送付先) 

なぎ、やまさき TEL 62-5214 

『意図せぬリボ払い！利用明細は必ず確認』 

 

 



 ～ひきこもりをテーマにしたみんなの集い場～ 

日 時：10月 7 日（金）10 時～14 時 

（時間内出入り自由） 

場 所：プレイパーク冒険の森 

（淡路市楠本 314） 

対象者：ひきこもり状態にある方、家族、支援者 

内 容：ピザづくりなど 

（参加してもしなくても、森でゆっくりし

ても自由です） 

参加費：500円（材料費込み） 

申し込み・問い合わせ先：社協いちのみや 

 ８５－２０４０まで 

★2 か月に 1回（偶数月第 1 金曜日）に開催してい

ます。 

◎当日はマスク着用等、感染対策にご協力をお願い

します。新型コロナウィルスの感染状況を踏まえ、中

止となる場合があります。 

★と き 令和４年１１月１２日（土）  

１０：００～１５：００ 

★ところ   会場調整中 

★応募資格  一宮地域で活動するグループ、団体 

★応募条件  多くの人が出会いつながれるような価格

設定（食べ物の場合は 100 円以内）で

販売できるもの など 

詳しい内容、お問い合わせは・・・ 

淡路市北山 712 

淡路市社会福祉協議会地域支えあいセンターいちのみや 

高齢者福祉センター「ゆうゆうライフ」内 

ＴＥＬ：0799-85-2040 ＦＡＸ：0799-85-2240 

 

“住民の皆さんによる力合わせの 

場“である『住民福祉まつり』が近づい 

てきました。今回で第１４回を迎える 

わけですが、３年ぶりに出店グループ、 

舞台に出る人を募集いたします。 

一宮地域で活動されているグループ（スポーツ仲間、

ママ友、釣り仲間など）のみなさん、お店を出して一緒に 

楽しい「まつり」にしませんか？ご連絡お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ふるさと』や『一宮小 

唄』などを歌い、『炭坑 

節』の時には参加者で 

踊りだすことに・・・（笑）。 

志智さんは「いつの 

まにか年とってしまったけど、子どもたちに迷惑かけん

ように、これからも自分で出来ることはなるべく自分で

しようと思ってる。こんなお祝い会してもらえるなんても

ったいないなぁ、ありがたいなぁ」と楽しそうでした。 

お二人が最後にみんなにお礼を言い、頭を下げる

姿に企画した側も「こうありたい」と敬う心が湧き上が

ってきたと教えてくれました。 

大変な時代を何度も乗り越えてきたと想像できま

すが、過ぎてみれば楽しいこともたくさんあり人生いろ

いろと笑って歌えることもたくさんあるのかと思いまし

た。  

この日は、撫町内会役員さんや民生委員さんも合

わせて２４名の方々が参加しました。短い時間でした

が住み慣れた地域で暖かく見守り合いができる素敵

な地域だと思いました。 （うちこし） 

  

 「１００歳おめでとう。誕生日おめでとうございます」 

８月２０日（土）郡家地区撫集会所で、大正 11 年２月

生まれの百寿（１００歳）の石上芳子さんと大正１２年８月

生まれ（白寿）９９歳の志智とよ子さんのお祝いの会が開

催されました。 

 お二人とも自宅で大変元気に暮らされています。石上さ

んに元気の秘訣を伺うと、仏さんを祀ることを日課にして

おり、気が向いたら、手押し車の助けを借りて、お墓参りや

八百屋さんへ買い物に出かけるそうです。 

 今回、お祝会を計画したのは、以前のサロンで「志智さ

ん何歳になるの？」「９９歳になるんよ。長いなぁ、こんな

に生きられるとは思わんかった」と会話から。その会話を

聞いて“この年までサロンに参加してる人って少ないんじゃ

ないか。撫の宝物や、みんなでお祝いしようや”と声が上

がり、“やっぱり横断幕がいるなぁ、 

派手で立派なんがええなぁ”と撫 

らしく大漁旗をモチーフに作りました。 

当日はコロナ感染対策しながら、 

お祝いケーキも用意されハッピー 

バースデーの歌が流れる中、力強 

くロウソクを吹き消した後、みんなで 

このコーナーでは、いちのみや地域から寄

せられた「感動したこと、うれしかったこと、

最近思うこと」等を、紙面を通じてお伝えし

ていきます。 

みなさんのお声をお届けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第１４回いちのみやの住民福祉 

まつり」に参加してみませんか！！ 

毎週水曜日は“手作りランチの日” 

と決めて、この夏からみんなで作ってい 

ます。栄養バランスも考えて野菜中心 

のメニューにしました。みなさんから頂 

いた野菜やあいあいの畑で育てた夏野菜を活用して、メ

インのおかず・サラダ・味噌汁を作り、デザートもついてい

ます。「俺が作ったサラダやー」「私が作った味噌汁の味

はどう？」と自分たちで作ったおかずが嬉しいようです。  

野菜サラダをおかわりしたり、普段、煮物は食べないと

言う仲間も「美味しいっ」と完食したりと、楽しく食べる事

ができました。サラダは、仲間が好きな調味料を活用し

て目分量で上手に味付けして、みんなの楽しみの一品と

なっています。今後も“手作りランチの日”を継続していき

たいです。 

※７月４日（月）より SAKIA（尾崎小学校跡地） に、ぽ

ん菓子、まんでマカロニを販売しています。茶色のギフト

袋に入れ、リボンを付けて可愛くしています。 

 

 ２０１０年宇宙飛行してきた夏の定番の花

『NAOKO☆アサガオ』（の子孫）が咲きました。 

 ７月に友人から種を頂き、植えたものです。今

年の梅雨は短く、猛暑の中叩きつけられるほど

の大雨、大変な悪天候にも負けず涼しげな青

い大きな花が咲きました。 

 でも実は１年前小学１年生の孫から「私が育

てて種採ったの、あげる。来年植えてね」と大量

に届けられており、家の周りは青い夏空に“映え

る”アサガオが大量に 

一斉に揺れています。 

（５０代  郡家） 

 

 

 

～かおりの丘デイサービスセンター～ 

8 月納涼祭を開催しました。たこやき、ソーセージ、ジ

ュースなどを提供しました。たこやきはいい香りで評判が

良かったです。スイカ割りも実施しましたが、なかなか割

れず苦労していました。皆様ワイワイしながらお祭りを楽し

むことができました。 

～しおさい～ 

8 月の花火大会として、大きなスクリーンで日本全国

津々浦々の有名な花火大会を鑑賞しました。ご利用者

のリクエストで都道府県巡り。旅行にいけなくてもこういっ

た形で楽しめるのは便利な時代になりました。９月は敬老

会を予定しています。 

また次回施設の様子をお知らせいたします。熱中症に

ならないようこまめな水分補給と 

体調に気を付けながら夏を乗り 

切っていきましょう。 

 

 

 

 ＊募金百貨店プロジェクト参加店舗＊   

(株)樫岡石油 様（大谷） (有)大正あん 様（志筑）           

 麺屋 ZOE 様（志筑）  一宮オイル(有) 様（多賀） 

    (有)萩美容室 様（志筑） やき焼亭 様（ 

志筑）カットハウス ロング様（佐野） 

赤い羽根 募金百貨店「みんなの気持ちがぐ～るぐ

るプロジェクト」は、募金付き商品を企画された参

加店舗が、地域のためになる商品をアピールしなが

ら、淡路市の福祉活動を応援する、地域支援につな

がる新しいカタチの募金活動です。7 月１日から 7

月末日まで、合わせて 8,033 円 のご寄付をいた

だきました。お買い物いただいたみなさま、協力い

ただいた店舗のみなさま、ありがとうございました。 

赤い羽根 募金百貨店 

  

 

～ひきこもりをテーマにしたみんなの集い場～ 

 

 

日 時：10月 7 日（金）10 時～14 時 

（時間内出入り自由） 

場 所：プレイパーク冒険の森 

（淡路市楠本 314） 

対象者：ひきこもり状態にある方、家族、支援者 

内 容：ピザづくりなど 

（参加してもしなくても、森でゆっくりしても

自由です） 

参加費：500円（材料費込み） 

申し込み・問い合わせ先：社協ひがしうら 

   74-4877まで 

★2 か月に 1 回（偶数月第 1 金曜日）に開催していま

す。 

◎当日はマスク着用等、感染対策にご協力をお願いしま

す。新型コロナウィルスの感染状況を踏まえ、中止とな

る場合があります。 

『自分さがしの森』のお知らせ 


